
様式２

○挨拶、返事、言葉遣い、
ルールを守ることが卒業後の
生活にどうつながるのか必要
性を伝えながら、指導する。
○授業改善を進め、生徒の頑
張りやよさを認める中で、学
習意欲や態度、集団規律を守
ろうとする意識につなげる。
○有効な支援方法、配慮事項
など職員間の情報共有・共通
理解を図り、役割分担をして
指導を行う。スクールカウン
セラー等とも連携し、面談や
授業を通して自己理解を深
め、気持ちのコントロールの
仕方や困ったときに相談する
力を身につけていく。

C

障がいのある人の地域での活躍を目指して（地域・企業連携、部活動等、啓発・広報活動）

○１月のコース会にて、意
識向上が図れたかを確認す
る。

C

〇現場実習と授業のつなが
りを意識して、引き続き学
年団と進路部の連携に努め
る。
〇生徒、職員の進路指導に
対する意識を更に向上させ
るために、引き続き授業や
研修で情報提供を行う。

〇現場実習では、学
年団と相談をするこ
とで生徒の希望や適
性に合った企業の選
定ができつつある。
〇生徒、職員に対し
て授業や研修で情報
提供を行っており、
意識の向上につなが
りつつある。

C

　　　　　　　　令和３年度　　自　己　評　価　表（中間評価）　　

中長期目標
（学校ビジョン）

○社会の中で自立して生活ができる力を育成する
○職業生活に必要な意欲と能力を育成する
○豊かな人間性、たくましく生きるための心と体を育成す
る

今年度の
重点目標

社会人・職業人としての基礎的な力の育成（授業改善、職業教育・進路指導、生徒指導、自治活動）

働きやすい職場、一人一人が成長できる組織作り（人材育成、時間外業務削減）

社会人・職業人
としての基礎的
な力の育成

評　価　結　果　　　（１０）月
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

○授業の中で、生
徒の「考える」姿
が見られるよう
に、教職員が授業
改善に取り組んで
いる。

○授業改善
～「考える力」をつける～

○職業教育・進路指導の充
実
～自分を見つめる～

○基礎的な学力が
身につき、自らが
学ぼうとする意欲
が育っている。
○生徒アンケート
「勉強がわかる」
「授業が楽しい」
が前年度より向上
している。

○生徒指導、生活指導
～よりよい生活習慣、判断
力をつける～

○自己理解が難し
く、進路選択の見極
めが不十分な生徒が
いる。
○働く意欲や心構
え、基本的な職業前
スキルが不十分なま
まに就職する生徒が
いる。

○異動による教職員
の大規模な入れ替わ
りや様々なキャリア
段階の教職員の在籍
等のため、生徒が
「考える」授業づく
りへの取り組みが不
十分である。
○生徒の実態に大き
な幅があり、一斉指
導の中にも細かな支
援や配慮を必要とす
る。

〇現場実習の学びが日々の
学習や生活につながるよう
に、学年団と進路部が連携
して計画的に実施する。
〇働く意欲や心構え、基本
的な職業前スキルを身に付
けるきっかけとして、生
徒、教職員に対して授業や
研修、通信等で卒業後の生
活に関する情報を発信す
る。

○挨拶、返事、時間
を守るなど基本的生
活習慣や学習・集団
規律が習慣化されて
いない生徒が少なく
ない。
○自分の気持ちのコ
ントロールの仕方が
わからず適切な表現
ができない生徒や自
分のよさが実感でき
ず自己肯定感の低い
生徒が少なくない。

○生徒自らが生活
や学習態度を見直
し、よりよくした
り、学習・集団規
律を守ったりして
生活することがき
る。
○自分の気持ちを
コントロールする
方法を身につけて
生活したり、学習
や生活の中で自分
の成長を実感した
りすることができ
る。

○基本的生活習慣や規律を
守ることがなぜ大切なのか
をLHR等で随時指導する。
○わかる授業を展開し学習
規律を徹底するとともに、
個に応じた指導を職員間で
共通理解し一貫性のある指
導を行う。
○担任面談や職業自立の学
習の中で自らの生活や自分
自身を見つめ、課題や目標
そのための行動を具体的に
したり、できるようになっ
たことを確認したりする。

○コース選択や進
路を考えるときの
材料として振り返
りシートが活用さ
れている。
○個の目標を設定
するときに振り返
りシートが活用さ
れている。

○現場実習での生徒
一人一人の課題につ
いてコース担当者で
共有できているコー
スとできていない
コースがある。

○多くの生徒がSNSを
利用しており、トラ
ブルが生じることも
ある。
○生徒のみでトラブ
ルに対応してしま
い、拡大・複雑化し
てしまうこともあ
る。
○睡眠時間の不足や
人間関係の悩み等か
ら生活リズムが崩れ
たり、学習に向かえ
なかったりする生徒
もいる。

○生徒の課題の共有
について、７月の
コース会で議題に挙
げ、コース担当者で
課題共有する必要性
とその方法について
確認した。

○生徒の課題の共有方法や
職業的スキル向上のために
コース内でできることを、
コース会の議題にするな
ど、協議する時間を確保す
る。

○コース担当者が
生徒一人一人の課
題を把握し、コー
スの特性を活かし
ながら、生徒に必
要な職業的スキル
を伸ばす教育が行
われている。

○各学年の実態に応じ
て学習規律や集団規律
が徹底できるよう随時
指導している。
○生徒個々の実態や課
題、支援や配慮事項に
ついて学年団で共通理
解し必要に応じて月２
回の生徒情報の会で指
導方針を協議・検討し
全体で共有している。
○生徒との面談等を通
して個々の課題に気づ
けるようにしている
が、生徒アンケートの
結果からも基本的生活
習慣の定着や気持ちを
コントロールする力は
十分に身についてはい
ない。

（１年生）自分の
良さと課題を理解
している。
（２年生）自分の
適性をふまえて、
進路を具体的に考
えている。
（３年生）自分の
適性をふまえて、
進路を選んでい
る。

B

○自分の取り組みを
振り返る授業実践
シートを作成し、各
教科グループでの話
し合いの中で、目指
す生徒像や有効な指
導方法、今後の授業
実践における改善点
等について共有し
た。

○保護者とともに
決めた携帯電話等
の使用ルールを守
ることができる。

○保護者とともに「我が家
のルール」を作成し、定期
的に見直しを行う。
○個人懇談等を通じて、保
護者と情報共有を行う。
○具体的なネットトラブル
事例を題材とした生徒・保
護者・教職員対象の各講演
会や研修会を実施する。

○使用ルールとした｢我
が家のルール｣を十分に
意識して過ごすことが
できておらずトラブル
も生じている。違反等
があった際には家庭と
も共有し、｢我が家の
ルール｣の再度確認や見
直しに活用した。
○外部講師による講演
会は延期となり実施で
きていない。

B

鳥取県立琴の浦高等特別支援学校

○年内を目安に｢我が家のルー
ル｣を家庭に持ち帰り、再確認
及び見直しを実施することで
意識を高める。
○生徒を対象とした外部講師
による講演会の日程を検討し
実施していきたい。

B

○学ぶ意欲について、
教職員アンケート、２
割が概ね達成、５割が
変化の兆しと回答。
○生徒アンケート、授
業が楽しいで６割、授
業がわかるで８割の生
徒が肯定的評価。全体
で見ると昨年度と同じ
ような割合。

○９月より教科会を設定し、
具体的な方策の検討をする。
○同じ教科を指導する教員
が、研究授業で見合えるよう
な体制づくりをする。
○落ち着いた雰囲気で授業に
望めるよう、朝読書やチャイ
ム着席を促進する。

○授業研究会（全９教科）
を行う。
○各研究グループでの話し
合いの内容をまとめ、全教
職員で共有し、今後の授業
改善に取り組む。
〇教育検証プロジェクトに
継続して取り組む。（就労
準備性チェックリストの実
施）

○学習の基礎となる「学習
のルール」を定期的に確認
する。
○教科会を設定し、授業の
見直しを図る。
○研究研修担当と連携し授
業研究会を実施する。
○授業改善のために情報発
信をする。

○専門共通目標と各
コースの振り返りを
シートを使ってやっ
ているが、活用は不
十分である。

○教科グループで授業づく
りの研修会を行い、取り組
みについて職員で共有す
る。
○授業研究会を行い、授業
改善を行う。
〇教育検証プロジェクトに
継続して取り組む。（就労
準備性チェックリストの実
施）

○コース選択の時期に振り
返りシートの活用を促す。

B

○コースのローテー
ションが変わるタイ
ミングで振り返り
シートの取り扱いに
ついて確認した。

○どの場面で活用するのか
定期的かつ具体的に提示す
る。
○個の目標は、キャリアパ
スポートに綴られている振
り返りシート等を見ながら
設定する。（２，３年）

○生徒アンケートよ
り、「勉強がわか
る、ややわかる」と
回答した生徒が全学
年８割だが、「わか
る」は５割に達して
いない。
○「授業が楽しい」
と感じている生徒は
５割から８割弱と学
年により差がある。



様式２

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

○衛生委員会において、
個々の時間外業務について
確認をする。適宜、声かけ
を行う。
○時間外業務の差を校内組
織という視点で捉え、今年
度改変した検証を行うとと
もに来年度の組織作りにつ
なげる。（職員アンケート
等）

○毎月の衛生委員会に
おいて、個々の時間外
業務の確認を行ってい
る。
○来年度の組織づくり
の基礎資料の把握とい
うところまでにはなっ
ていない。

B

○定期的に衛生委員会を開催
するとともに、産業医から助
言を求める。
○最終評価に向けた職員アン
ケートや保護者アンケートか
ら、改変した校内組織の検証
を行う。

○地域と連携した取組事例
を残していくとともに、現
在の状況でできる活動を継
続していく。
○現在も行っている企業と
の日常的な連携を継続する
とともに、新たな企業へ向
けての情報発信を行うこと
で連携を深める。

○昨年度情報提供を受けた
企業へ向けて、本校の情報
発信を行う。（学校案内送
付・訪問等）
○学校運営協議会におい
て、就労という視点も含め
て協議を行う。

○部活動参加率を昨年度よ
り上げる。
○部活顧問会、部長会の活
性化を進める。
○部員、教職員の参加状況
を把握し向上させる。
○HPを利用して生涯スポー
ツの紹介を行う。
○生徒の活動場面や大会参
加状況の情報発信を行う。
（ホームページ・
Facebook）
○地域のスポーツクラブや
文化活動に参加している生
徒の紹介を行う。

前期は琴海会の大きな行
事がなかったが、舎生か
ら多くの意見要望が出さ
れ、三役もそれに対し必
要に応じて三役会を行い
協議するなど、自治会活
動に対して積極的な関わ
りがみられた。後期で三
役も改選となったが、2名
が再選となり意欲的であ
る。今年度は琴海祭が中
止となったが代替となる
行事を主体的に計画中で
ある。

○２月の第２回目の学校運
営協議会をまとめとして、
それまでに学校だより等の
送付を行うことで学校の取
り組みを伝えていく。
○企業参観日も含め、日常
的な企業訪問等これまでの
企業との連携を継続してい
く。

○コロナ禍で大会がなくなっ
たり、部活動に対するモチ
ベーションが下がっている現
状をふまえ、この機会にしっ
かり部活動の在り方について
検討し、参加意欲のある生
徒、将来的に文化芸術に取り
組める生徒の育成をするため
規約や活動の見直しを図って
いく。
○今後も県の指針に則り、新
型コロナ感染症感染拡大防止
の取り組みを意識し安全・安
心な部活動に取り組む。

○ホームページの刷新を行
う。
○Facebookを活用し、日常
の取組の様子の情報発信を
行う。
○保護者に向けて、ログイ
ンページを活用して保護者
に学校や寄宿舎の様子を
知ってもらえるような取組
を継続する。
○地域のニーズに応えるた
め、学習場面への参加や公
開等の規模や方法を工夫
し、実施する。

B

B

〇２回目の生徒総会を実施
し、生徒の意見を学校生活に
反映する場を作る。
〇ゼロから考えさせることは
難しいが、ある程度の枠の中
で教師側から問題提起や考え
方のサポートを行い、生徒会
執行部を中心に生徒の意識を
高めていく。

B

○必要な情報が得られる、
ホームページづくりを進め
る。
○Facebookを活用し、日々の
情報発信を継続する。
○ログインページの特性を生
かし、具体的な生徒の生活の
様子を発信していく。
○形態や参加人数を工夫し、
双方向の連携を継続してい
く。

B

琴海祭代替行事はゼロからの企
画になるので、新型コロナ感染
症対策を含めた実行可能性を考
慮しながら、自分たちで企画・
運営できるように支援する。

〇第２回の学校運営協議会に
て、引き続き就労の視点を含
めた情報共有や協議をする。

○新型コロナウイル
ス感染症の状況か
ら、技能検定と同日
開催してきた学校運
営協議会の開催を見
送った。
○県教育委員会主催
の就労促進セミナー
を企業参観日として
位置づけ、繋がりの
ある企業の方の来校
を促す取り組みを進
めていく。

B

○昨年度、３回の会
議を実施した。その
内１回は、就労に視
点を絞って技能検定
の様子を参観した
後、協議を行った。

○記載内容を精選する
ことで、見やすさを増
したホームページと
なっている。
○Facebookにより、
日々の学校生活につい
ての発信が行われてい
る。
○定期的なログイン
ページの更新が行われ
ている。
○新型コロナウイルス
感染症の拡大状況か
ら、形態などを工夫し
ながら地域との連携を
進めている。

〇第１回の学校運営協
議会で、コロナ禍にお
ける就職の状況なども
含めて情報共有をし
た。今後も、引き続き
連携していく。

○１年生の部活動参加
率が低い。引き続き参
加を呼びかけている。
○顧問会は月１回開催
している。また、部長
会を開きコロナ対応や
各部員に周知する内容
を顧問と一緒に考えて
取り組むことができて
いる。
○新型コロナウイルス
感染症の関係で、各種
大会が中止になってい
るので紹介ができてい
ない。
○全国大会の切符を陸
上・フットベースボー
ルで勝ち取ることがで
きた。卒業生の大会に
参加する生徒が増えて
きた。

C

B

B

社会人・職業人
としての基礎的
な力の育成

〇今年度計画した内容を実施
していくとともに、来年度の
取り組み内容について検討し
ていく。
〇生徒が主体となった取り組
みとなっていくよう、委員会
を中心に取り組んでいく。
〇学校保健委員会等で、関係
機関からの助言や情報提供を
受ける。

○学校運営協議会を活用し
た地域連携・企業連携

○自治活動の推進
～生徒が考え行動する～

○生涯体育、文化、芸術活
動（部活動等）の推進

○部活動、大会等
に自主的に参加す
る生徒が育って
る。
○将来的にも運動
や文化活動に参加
できる環境が整っ
ている。

○昨年度は時間外業
務月４５時間を越え
る職員は昨年度いな
かった。しかし、
個々に見ていくと差
が見られる。

○琴海会三役を中心
に、指示されたこと
はきちんと協力的に
できるが、主体的に
自治会活動・行事を
企画・運営するとこ
ろまでは達していな
い。

○啓発・広報活動の工夫
（保護者、地域住民、小中
学校、企業）

○来校・訪問等を通
した地域支援や地域
と連携した活動が難
しい現状から、これ
まで行ってきている
啓発・広報活動が困
難となっている面が
ある。
○小中学校は、進路
選択に向けた体験や
見学等のニーズが高
い。

○引き続き、月４
５時間・年間３６
０時間を越えない
時間外業務とす
る。（継続・時間
外業務減少）

○現在の来校・訪
問等を通した地域
支援や地域との連
携した活動を継続
するとともに、日
常的な活動の様子
の情報発信が行わ
れている。

○参加できる大会
が、少なくなってい
る。そのため、部活
動に対するモチベー
ションが保ちにく
い。

○三役を中心に主
体的に琴海会の活
動・行事に関わ
り、舎生自ら企
画・運営を行う。

○生徒の中に、自分
が生徒会活動の主体
となって学校生活を
よりよいものにして
いこうとする意識が
少ない面が見られ
る。

○よりよい学校生
活を築こうとする
意欲・行動力を身
につけ、生徒が自
発的に問題点や課
題等を改善・解決
している。

○生徒指導、生活指導
～よりよい生活習慣、判断
力をつける～

○三役会、各行事実行委員
会を適宜開催し、自由にア
イデアを出し合いながら、
可能な限り自分たちで企画
立案・運営が行えるよう支
援をする。

○自分の課題を意識
し、積極的に自分か
ら挨拶できる舎生も
いれば、自分から挨
拶できない舎生もい
る。また、他者から
の挨拶を返さない舎
生がいる。
○最初に出会った職
員１人に挨拶した
ら、その後に出会っ
た職員に挨拶をしな
い舎生も多い。

○自らの歯と口の
健康に関心を持
ち、課題を見つ
け、主体的に行動
できる自己管理能
力が育成されてい
る。
○地域や家庭と連
携し、関係機関の
協力を得ながら課
題解決に取り組む
ことができる。

○関連教科で時期に合わせ
て取り扱い、理解を深め
る。
○委員会活動を通して、啓
発を行い理解を深めてい
く。
○保護者・地域との連携を
強化していく。

○生徒主体による、全校レ
クリエーションを行う。
（自信につなげるために、
無理のない範囲で準備・運
営を行う。）
○生徒総会を、年間２回実
施する。

○歯と口の健康への
意識が低く、歯科検
診後の受診行動に結
びついていない。
○歯磨きの習慣は身
に付いているが、方
法が不十分な生徒が
多く、口腔内の清潔
が保たれていない生
徒が多い。

現場実習等を通して自
分の課題を意識できる
ようになっているもの
の、自分から挨拶でき
る舎生は未だ少ない。
しかし、少しずつでは
あるが、職員からの挨
拶に返すことができた
り、出会うタイミング
が少ない異性職員への
挨拶ができるように
なってきている。

〇１０月２８日（木）
に、歯科衛生学習を計
画している。
〇関連教科に合わせ
て、委員会での呼びか
けをしていく計画とし
ている。（歯の衛生指
導等）
〇６月の保健だより
に、歯の健康に関する
記事を掲載した。

○昨年度は新型コロ
ナウイルス感染症へ
の対応により、企業
を対象とした学校公
開ができなかった。
昨年度、企業情報に
ついての情報提供を
受けた。

○幅広い分野から
参加していただい
ているという強み
を生かし、各分野
からの助言を受け
ながら本校の取り
組みを進めてい
く。

○幅広い分野から
参加していただい
ているという強み
を生かし、情報提
供を受けるととも
に情報発信を行う
ことで連携が推進
されている。

○相手に聞こえる
声で、出会った職
員に対して自ら
「おはようござい
ます」と挨拶する
ことができる。

〇全校レクリエーション
では、委員会ごとに決め
られた役割の中で、意欲
的に活動する姿が見られ
た。また、初めてとなる
生徒総会を通して、生徒
の意見を反映させて新た
な取り組みを行った委員
会もあった。「自ら考え
て行動する」という点
で、生徒一人一人の意識
としてはまだ低い。

障がいのある人
の地域での活躍
を目指して

○なぜ挨拶をする必要があ
るのか、自分たちで考える
機会を設定する。
○強化週間を設定し、出
会った人に対して挨拶がで
きるよう習慣づけを図る。
○定期的に振り返りを実施
し、自己評価、他者評価を
繰り返す。

今後も強化週間を設定し、
徐々にあいさつのレベルを
上げて取り組み、習慣化を
図る。また、強化週間の記
録を集計していき、本人の
経過を見て他者評価を行
い、その都度舎生に伝えて
いく。

働きやすい職
場・成長できる
組織作り

○校内組織の改編と校内研
修・授業研究の工夫
（人材育成、時間外業務縮
減）
○コンプライアンス


